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町立図書館　☎（33）4056
問合せ

　読み終わった本を返却する場合、図書館の開館時間に返しに行けない…そんなこともありますよ
ね。返却には３つの方法がありますので、状況に合わせてご返却ください。

②公民館窓口に返却
　町内にある公民館（西、南、
東、泉）では図書館で借りた
本の返却をすることができま
す。返却時間は９時から19
時30分までです。

①図書館窓口に直接返却
　町立図書館は９時から19
時まで開館しています。窓口
へ直接ご返却ください。

③町内のブックポストに返却
　図書館と各公民館、杉戸
町役場には「ブックポスト」
が設置されています。ブック
ポストは休館日や夜間に本
を返却することができます。
※�CD・DVDやブックポストに入らない資料は破

損する危険がありますので窓口での返却をお願
いします。

本の返却について

　多くの方が本を手に取ることができるよう、
期日内のご返却をお願いします。
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。

　
例た

と

え
ば
、
寛か

ん

政せ
い

九く

年ね
ん

閏う
る
う

七
月
十
七
日
の
書
状
に
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。
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杉戸町
ホームページ

メール配信
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広報スマホ版
マチイロ

杉戸町
公式LINE

ユニバーサルデザイン(UDフォント)を
使用し、読みやすい書体を採用しました。
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